
解答：
膵動静脈奇形（pancreas arteriovenous 
malformation；膵 AVM）

解説：
　急性膵炎はアルコール性と胆石性が 2 大成因で
あるが，その他の成因も少なくない．膵 AVM は
まれな疾患であるが，急性膵炎や消化管出血の原
因として念頭に置く必要がある．特に膵 AVM に
よる急性膵炎は再発を繰り返し，難治性となるこ
とが多い．膵AVMによる膵炎発症機序としては，
膵管の圧排や膵管内への出血による膵管内圧の上
昇，また膵内シャントや出血による膵実質の虚血
などが想定されているほか，膵炎による血管新生
の結果として AVM が形成されるという説もあ
る．特徴的な画像所見が診断に有用である．すな
わち，腹部エコー検査では膵内の拡張した血管が
無エコーまたは低エコー域として描出され，ドプ
ラモードで内部に血流を描出できる．CT 検査で
は造影早期相において膵内の網状の濃染と門脈系
の早期描出が，腹部血管造影検査では膵内血管網

濃染像や門脈系の早期描出，蛇行した feeding 
artery や drainage vein などの所見が認められる．
本症例においても，腹部エコー検査（Figure 1）
で膵頭体部に低エコーの集簇（矢印）を認め，パ
ワードプラモードでは同部位に拍動性の血流シグ
ナルが認められた．また，腹部 CT 検査（Figure 
2）では，造影早期相で膵頭体部の病変は強く造影
され，肝内門脈も強く造影された．腹部血管造影
検査（Figure 3：腹腔動脈造影）で，膵頭体部に
網状血管増生と膵内血管網濃染像を認め，門脈も
早期に描出された．治療としては，AVM の流入
血管は複数であることが多く，経カテーテル動脈
塞栓術単独による AVM の完全な塞栓は困難とさ
れる．このため，膵切除術が根治的治療法として
位置づけられている．本症例は急性膵炎を繰り返
しており，根治目的に膵頭十二指腸切除術を施行
した．その後，膵炎の再発は認めていない．
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急性膵炎を繰り返した 40 歳代男性

Figure　3.　腹部血管造影検査（腹腔動脈造影）．
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